




































































 レー ザー光がエナメ ル質 に耐酸性を付与することは乙 れまでの多く の基礎的研究より明らかで
 ある。 実際に レー ザーを齲蝕予防手段と して臨床に導入するには, 歯髄の損傷や患者の不快感が
 なく, かつ十分な耐酸 性の得 られるエネ ルギーを設定する必要 があ る。
 本研究は上記を満たす条件を設定する目的で, 抜去乳歯及び幼若小 臼歯に各種エネ ルギー密度
 Nd:YAGレーザー (平均出力iOW, くり返し数1 kRZ, パルス廓 玉20÷i 秒, スポットサイ
 ズ 3.0～ 3.4朋) を照射し, 耐酸性付与の程度, 照射時の離農側温度上昇および耐酸性 が付与さ
 れるエナメ ルの深さ についての実験 を行い, 次の結果を得た。
 工) 各種エネルギー密度のNd:YAGレーザー照射後のエナメ ル質表面を 0.iM乳酸 (PH,
 4.5) にて脱灰し, SEMにて観察したところ, 乳歯では37.5」/観(0.3 秒), 幼若小臼歯では
 62.5」/㎡ (0.5秒) で確実な耐酸性が得られた。
 2) レーザー 照射時の髄腔側 温度上昇は, 歯面への墨塗布の有無 にかかわ らず, エネルギー 密
 度が高いほど大きな値をしめすが, 墨塗布なしの変化量は墨塗布のそれに比 して, 乳前歯では2
 ～3倍, 幼若永久歯では7～8倍高い殖を しめした。 耐酸性の得られるエネルギー密度 照射の際
 は, 乳歯で5℃, 幼若小臼歯で 4.3℃の温度上昇をみとめたが, これらの温度は歯髄擬傷, 痛感
 覚の閾値には達しない (と思われた0
 3) 幼若小臼歯に 30 」/α差, 45」/㎡, 65」/罐 の レーザー照射をおこない, 対照に対す る
 エナメ ル質樹酸性獲得の程度を比較 した結果, 30 」/㎡ 照射エナメ ル質はほとんど耐酸 性獲 得
 はみとめられず, 45J。硫 照射エナメ ル質では10彩前後, 65 」擁 照射エナメル質では50%前
 後のエナメ ル質溶解の抑制がみとめられた。 また, レーザー照射によって耐酸性を獲得する明確
 なエナメル質の深さを求めることはできなかったが, 65」/㎡ 照射エナメ ル質は表面から80μm
 以上の深さまで耐酸性が獲得されていることがわかった。
 以上の実験結果より, 齲蝕予防手段と して臨床的にAOQ-Sw, Nd:YAG レーザー を平
 均出力10W, くり返 し数1 kHZ, パルス巾 120+i 秒, スポットサイズ 3、0～ 3.4照で爾いる際




 レーザー光がエナメ ル質に耐酸性を付与するというこれまでの基礎的研究をもとに, これを齲
 蝕予防手毅と して臨床に導入 しょうという考えがあるが, レーザーの発振方式, 発振波長, 照射
 条件な どの違いによりエナメ ル質への耐 酸性付与やエナメル質, 歯髄に対する損傷の程度 も異な
 る。
 本 硬 究 は エ ナメ ル質 への耐酸性付与 が最 も鯛待でき るとされている超音波QスイッチNd :
 YAG レーザーを臨床に導入 し, 生体内にて使相する際の乳歯ならびに萌出間のない永久蜷への照射
 条件をエナメ ル質での酢酸姓の獲得とエナメル質の擬傷の状態, レーザー 照射時の髄腔側の温度上昇
 による歯髄への 影響ならびに患児の受ける不快感な どか ら判漸 し, 更に聞様の小臼歯を対象とし
 てレーザーを照射 し, 耐酸性獲得の程度または深さか ら適切な照射条件を設定することを目的と
 して次の点を明 らかに している。
 (1} AO-Qスイ ッチ Nd: YAG レー ザーをエネ ルギー密度をかえてエナメ ル質表面に 照射
 した後 0、1M乳酸 (PH 4. 5) にて脱灰, 走査電子顕微鏡にて観察 し,乳歯では歯表面に毛筆爾墨
 を塗布して37.5」/観 (0.3秒) 照射, 永久歯では同じく 62.5」/罐 (0.5 秒) 熊鮒で確実な 耐
 酸性が得られ, しかもこの条件下ではエナメ ル質の亀裂の発生がかなり防止できること, しかし
 墨を塗布 しないと同一条件で照射 して も耐酸性 は骨与されないことを認めた。
 {2) レー ザー照射時の髄農側の温度変化は照射エネルギー密度の大きさに関係なく一定のパタ
 ーンを示すが, それは墨塗布と非塗布では全く異なること, また上昇温度の最高値は照射エネル
 ギー 密度な らびに 墨塗布の 有無 により著 しく 変化すること を認めた。
 (3) エネルギー密度と髄腔側温度上昇の関係について, 乳鱒, 永久歯ともに墨塗布では双曲線
 様, 非塗布ではS字曲線様の変化を示 し, また塗布群の各エネルギー密度に対する最高上昇温度値
 の関係を2次回帰方程式で求めた理論値と実測値が, 両群ともにほぼ合致 し, 実測嬉に対する理
 論値の妥当性を証明 した。
 141 永久歯に3種のエネルギー密度の レーザー光を照射 した後, 酸にて脱灰をくり返し, 溶出
 Ca 量か らエナメ ル質の溶解度 を算出 して対象を比較する と, 30」/観 照射で は耐 酸性獲得をみ
 とめないが, 45」厩 照射で10%前後, 65」編 照射で50%前後のエナメ ル質溶解抑制を, ま
 た 65 」/襯 照射では80 μm の深さにおいても耐酸性獲響をみとめた。
 以上, 本研究では齲蝕の予防手段と して臨床的にエナメ ル質に耐酸性を付与するためのレーザ
 ーの照射条件を多雨的に検討 し, 種々 の知見からAOQスイ ッチ Nd:YAG レーザー を使周 し
 た場合には, 乳歯で37.5J/観 (0.3秒), 小臼歯62.5」履 (0.5 秒) 前後のエネルギー 密度の
 照射が適切であることを明 らかに した。
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 これ らの知見は レーザー光による齲蝕予防の基礎ならびに 臨床への導入にとって寄与する所大
 であ る。 よって本論文 は学位授与に値する ものと評価 でき る。
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